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「北海道における牧草の
フロストシーディング（初冬季播種）のポイント」

はじめに

本年の「牧草と園芸」春季号（ ３ 月）では「北海
道における春播き牧草の上手な栽培方法」、夏季号
（ ７ 月）では「北海道における牧草の夏播きの留意
点」と題し、季節に応じた牧草を播種する際のポイ
ントをご紹介しました（弊社ホームページよりダウ
ンロード可能です）。本稿では初冬季に播種を行な
う「フロストシーディング」についてご紹介します。

１ ．フロストシーディング（初冬季播種）とは？

植物の発芽に必要な要素は「温度・酸素・水」で
あり、このうちいずれか １ つでも欠けると植物の発
芽はスムーズにいきません。フロストシーディング
はこの ３ つの要素のうち、温度条件が牧草の発芽に
適さない初冬に播種する方法であり、種子の状態で
越冬させて、翌春の融雪後に牧草を発芽させる方法
です。霜（Frost）が降りる初冬に播種（Seeding）
することからフロストシーディングと呼ばれていま
す。

最近は牧草の夏～秋播き時期の気象が安定せず、
牧草を播種する十分な時間が確保できない年もあり
ます。フロストシーディングを取り入れることに
よって、播種時期の拡大を図ることができます。

２ ．フロストシーディングのメリット

１ ）繁忙期の労力分散
北海道では 8 月～ 9 月上旬に牧草を播種すること

が多くなっています。しかし、この時期は牧草の 2
番草や飼料用トウモロコシの収穫時期とも一部重な
るため、気象が不安定な年は牧草の自力更新まで手
が回らないことがあります。また、春は糞尿散布・
経年草地への施肥、飼料用トウモロコシ播種など繁

忙期に当たるため、夏播きと同様に牧草播種の時間
が確保しにくいのが現状です。フロストシーディン
グは農閑期にあたる１１～１2月に播種するため、余裕
をもって播種作業を行なうことが可能です。

２ ）干ばつ回避と雑草競合の緩和
最近は北海道の春の気温が高く、干ばつ傾向の年

が増えてきました。このような年に春播きで播種す
ると、干ばつにより牧草が十分に発芽、定着でき
ず、雑草に被われてしまう危険性が高まります。フ
ロストシーディングで播種した圃場は、通常、地温
の上昇とともに 4 月下旬～ 5 月上旬には発芽しま
す。この時期は融雪水が十分あるため、干ばつに
よって発芽不良となることはありません。

また、春雑草が発芽を始める前に牧草が冠部を被
うため、雑草が少ない草地を作ることが可能です。
フロストシーディングで播種した牧草は、発芽して
から 2 ～ ３ か月後の 6 月下旬～ ７ 月にかけて １ 番草
を収穫することができるため、通常の春播き草地と
比較すると、更新年の収量の減少を緩和することに
もつながります。

３ ．施工時期について

過去の試験研究によると、フロストシーディング
の適期は「日平均気温が 5 ℃を下回る時期～根雪始
まで（１990 丸山）」もしくは「日平均気温が 6 ℃以
下になる時期以降で、なおかつ ７ ℃以上の日が ３ 日
以上続くことがなくなる時期～根雪始まで（2008 
伊藤）」とされています。目安としては、北海道内
陸部では１１月中旬以降、北海道沿岸部では１１月末以
降、東北北部では１2月上旬以降がフロストシーディ
ングの適期となります。表 １はアメダスの気象デー
タを基に、道内各地の日平均気温が平年値で 5 ℃を
下回った日をまとめました。年により変動します
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が、フロストシーディング開始時期の参考としてく
ださい。表 ２は道内主要都市の根雪始の平年値で
す。根雪前までが適期ですので、日平均気温が１１月
の早い段階で 5 ℃以下となり、根雪始の遅い道東地
域ではフロストシーディング施工可能な期間が長い
です。今まで草地更新や追播を行ないたくても、労
力の都合などにより実施できなかった経験をお持ち
の方は、フロストシーディングをご検討下さい。

４ ．播種のポイント

１ ）播種する草種
フロストシーディングで播種できる草種はイネ科

牧草に限られます。イネ科牧草の中では、チモシー
は種子が小さく、比重も他草種に比べて重いため、
種子が土壌に密着しやすく、定着率は良好です。一
方、オーチャードグラスのように比較的種子が大き
く、比重が軽い草種は風で飛ばされやすく、播種ム
ラができる場合があります。

マメ科牧草は低温でも吸水・発芽する特性がある
ため、フロストシーディングには適しません。20１5
年１１月１9日に弊社北海道研究農場（長沼町）にて、

試験的にシロクローバとオーチャードグラス及びチ
モシーの混播条件でフロストシーディングを行ない
ました。写真 １は１2月 4 日に撮影したシロクローバ
が発芽している様子です。根雪前に発芽してしまっ
たシロクローバは越冬できず、枯死してしまいま
す。

フロストシーディングをした草地にマメ科牧草を
混播したい場合は、翌年の追肥時に肥料とともにブ
ロードキャスターにより追播するか、作溝型の播種
機により追播します。この際、アルファルファは初
期生育が劣るため、シロクローバやアカクローバの
追播をお勧めします。

２ ）播種量
フロストシーディングでは冬期間に若干の吸水・

枯死がみられることから、播種量は通常の 2 割増し
とします。通常の播種量が2. 0kg/１0aの場合、フロ
ストシーディングでは2. 4kg/１0aの播種量が適当で
す。

３ ）播種後の鎮圧
完全更新の場合、播種後に鎮圧を行なうのが一般

的ですが、フロストシーディングの時期は土壌が濡
れていることが多く、この状態でローラーをかける
とローラーに土と種子が付着し、播種ムラが生じま
す。①ゴムローラーで鎮圧する②朝の土壌表面が
凍っているときに鎮圧する等の方法をお勧めしま
す。

写真 １　�１１月１9日の播種直後に発芽したシロクローバ（２0１5年
１２月 4 日、長沼町）、○印が発芽したシロクローバ

　表 １　�フロストシーディング開始の目安

日平均気温が ５℃以下
となった日（１１月） 市町村

5 日まで 浜頓別、名寄、旭川、富良野、足寄、標茶、
日高

１0日まで 稚内、豊富、紋別、北見、中標津、別海、
帯広、倶知安

１5日まで 留萌、網走、釧路、広尾、岩見沢、長沼、
札幌、苫小牧、八雲

20日まで 根室、浦河、静内、室蘭、函館

2１日以降 江差（26日）

※気象統計データ1981～2010年までの30年間の平年値を基に作成

　表 ２　�根雪始の平年値

稚内 １１月26日 室蘭 １2月25日

旭川 １１月22日 函館 １2月１6日

網走 １2月 ３ 日 帯広 １2月１0日

札幌 １2月 4 日 釧路 １2月３0日

※気象庁のデータを基に作成
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4 ）施肥方法
ブロードキャスターで播種する場合、播種時に

BB肥料（NPK肥料）を増量剤として加えても良い
ですが、翌春、牧草が発芽・定着する前に肥料成分
が融雪水や降雨で流亡するため、高い施肥効果が望
めません。播種時は防散炭カルなどを増量剤として
利用し、牧草が発芽した後、圃場が乾いているとき
にBB肥料を施肥するのが良いでしょう。

5 ）フロストシーディングに向かない圃場
急傾斜地などは融雪水で種子が流されやすく、ま

た、風当たりの強い圃場は種子が飛ばされやすいた
め、ブロードキャスターによるフロストシーディン
グには適しません。傾斜地においてフロストシー
ディングを施す場合、耕起せずに作溝播種機を利用
した簡易更新を行なうことで種子および表土流亡の
危険性を低減することが可能です。

５ ．事例紹介

フロストシーディングは通常の草地更新の播種だ
けではなく、既存草地への追播の場合でも行なうこ
とが可能です。草地更新後、牧草の定着が不良のた
め何らかの対応が必要となることもありますが、夏
播きの場合は播き直しや追播が必要と判明した時点
で、すでに播種限界を過ぎている場合がほとんどで
あると思われます。このような場合は無理に１0月な
どに播種せず、フロストシーディングで対応するこ
とをお勧めします。以下に弊社北海道研究農場（長
沼町）におけるフロストシーディングの事例をご紹
介します。

ケース①：裸地が多い採草地への追播
20１4年 4 月25日に更新でチモシーを播種したとこ

ろ、ギシギシなどの広葉雑草が優占したため、同年
１0月24日にハーモニー７5DF水和剤を散布しまし
た。ギシギシが枯死した後は裸地が非常に目立つた
め（写真 ２）、チモシー中生品種「ホクエイ」をブ
レ ド・ オ ー バ ー シ ー ダ ー（写真 ３） を 用 い て
2. 0kg/１0aの設定で播種しました（１2月 4 日）。そ
の年は１2月25日に根雪となりましたが、播種から根
雪までの間にチモシーは発芽することはありません
でした。

翌年、 4 月22日の発芽状況は写真 4の通りで、条
状にしっかりと発芽していることが確認できまし
た。写真 5は 6 月の状況です。雑草がほぼ無いチモ
シー草地となりました。

写真 ２　�ハーモニー散布後、ギシギシが枯死した跡が裸地とな
る。条状に見えるのはオーバーシーダーによる溝
（２0１4年１２月 4 日）

写真 ３　�作溝型播種機「ブレド・オーバーシーダー」

写真 4　�越冬後の発芽状況（２0１5年 4 月２２日）
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ケース②：シバムギ優占草地への追播
近年、シバムギ優占草地に対して、除草剤を使用

せず、ペレニアルライグラスを追播するだけで草地
の牧草割合を高める試みが広がりつつあります。ペ
レニアルライグラスは発芽後の初期生育が優れ、ま
た刈り取り後の再生も早いことから、既存植生に作
溝型播種機を用いて追播した場合でも定着率が高い
草種です。この方法はフロストシーディングの場合
でも実施可能です。

ケース②は、20１4年１2月 4 日、シバムギが優占し
た草地に対して、ペレニアルライグラス「フレン
ド」を2. 0kg/１0aの播種割合で追播を行ないました
（写真 6）。播種方法はブレド・オーバーシーダー
です。

写真 7、 8は本年 ７ 月に撮影したペレニアルライ
グラス追播区の様子です。追播以前は完全なシバム
ギ優占草地でしたが、追播後 2 年目の ７ 月時点で、
追播したペレニアルライグラスの個体が充実し、被
度の半分以上がペレニアルライグラスで占められて
いました。

最後に

フロストシーディングは新播・追播、完全更新・
簡易更新を問わず、実施できる播種技術です。春播
き、夏播きに加え、もう一つの牧草播種時期とし
て、有効にご活用いただければと思います。

写真 6　�追播直後の様子、点線の左側にペレニアルライグラス
を追播（２0１4年１２月 4 日、長沼町）

写真 7　�ペレニアルライグラス追播区の様子（２0１6年 7 月 8 日） 写真 8　�シバムギ草地にペレニアルライグラスが定着
　　　　（２0１6年 7 月 8 日）
　　　　黄色矢印：ペレニアルライグラスの穂
　　　　黒色矢印：シバムギの穂

写真 5　�雑草がほぼ無い越冬後 １番草の様子（２0１5年 6 月１5日）
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